
法政大学 眞保教授 

(社福)両宜会 土居施設長 

ダンウェイ㈱ 高橋社長 

                         

   

   

令
和
二
年
度
「
第
二
回
障
害
者
雇
用
サ

ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
九
月
十
五
日
～
十

八
日
の
四
日
間
、
動
画
に
よ
る
配
信
形
式

で
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
、
「
高
齢
・
障

害
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
二
〇
二
〇
」
と
同
時
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
基
調
講
演
及

び
事
例
発
表
、
支
援
事
例
の
パ
ネ
ル
展
示

を
、
当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
企
業
・
支
援
機

関
・
福
祉
施
設
・
学
校
・
行
政
関
係
者
か

ら
全
体
で
二
二
三
名
（
う
ち
企
業
か
ら
の

お
申
込
み
は
一
二
九
社
一
三
四
名
）
あ
り

ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、
『
共
生
社
会

に
お
け
る
障
害
者
雇
用
と
は
』
を
テ
ー
マ

に
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授 

眞
保

智
子
氏
の
講
演
、
障
害
者
雇
用
事
例
発
表

で
は
、
社
会
福
祉
法
人
両
宜
会 

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
び
き 

施
設
長 

土
居

敦
志
氏
よ
り
『
当
法
人
の
障
害
者
雇
用
の 

   

取
り
組
み
」』
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

眞
保
氏
の
講
演
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
日
本
の
新
し
い
働
き
方
や
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
「
次

世
代
の
障
害
者
雇
用
を
考
え
る
う
え
で
、

考
慮
、
配
慮
す
べ
き
事
項
が
明
確
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
土
居
氏
の
発
表
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
障
害
者
の
働
く
様
子
を
動
画
で
見

る
こ
と
が
で
き
参
考
に
な
っ
た
」
「
障
害

者
雇
用
の
覚
悟
と
実
行
が
大
事
だ
が
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
っ
た
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

 
 

 

令
和
二
年
度
「
第
二
回
障
害
者
雇
用
研 

       

究
会
」
を
十
月
十
九
日
～
三
十
日
の
十
二 

日
間
、
動
画
に
よ
る
配
信
形
式
で
実
施
し 

ま
し
た
。
毎
年
、
「
障
害
者
雇
用
企
業
見

学
会
」
と
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
動
画
配
信
の
形
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
。
企
業
・
支
援
機
関
・
福
祉
施
設
・

学
校
・
行
政
関
係
者
か
ら
全
体
で
一
一
七

名
（
う
ち
企
業
か
ら
の
お
申
込
み
は
七
十

六
社
八
十
九
名
）
あ
り
ま
し
た
。
研
究
会

テ
ー
マ
は
、『
障
が
い
者
の
新
た
な
能
力

の
可
視
化
と
は 

～
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
合

理
的
配
慮
～
』
で
ダ
ン
ウ
ェ
イ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

高
橋
陽
子
氏
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
障
が
い
者
の
能

力
の
可
視
化
は
、
自
社
で
も
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
」
「
合
理
的
配
慮
は
日
々

の
積
み
重
ね
と
な
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
高
め
そ
の
人
ら
し
さ
を
引
き
出

せ
る
と
感
じ
て
い
る
」
な
ど
、
前
向
き
な

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

障
害
者
雇
用
研
究
会 

 
動
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配
信
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施 
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十
月
二
十
三
日
、
令
和
二
年
度
「
第
二

回
障
害
者
雇
用
企
業
見
学
会
及
び
情
報

交
換
会
」
を
県
内
企
業
十
八
社
・
十
九
名

の
方
の
ご
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
従
来
の
よ
う
に
会
場
に
集
ま
る
こ
と

は
見
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
の
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。 

第
一
部
の
障
害
者
雇
用
企
業
見
学
会

は
、
社
会
福
祉
法
人
長
瀞
福
祉
会 

特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
が
と
ろ
苑
様
の
障

害
者
雇
用
の
状
況
を
、
動
画
と
施
設
長
の

野
村
文
男
氏
の
お
話
で
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

見
学
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
や
は
り

他
施
設
の
実
際
の
仕
事
姿
を
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
作
業
の
切
り
口
、
見

方
、
考
え
方
な
ど
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

「
精
神
障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
さ
れ
て

い

る

と

い

う

こ

と
で
、
企

業

が

伸

び
た
点
、

ま

た

今

後
の
課
題

や
悩
み
を

お
話
し
く

だ
さ
り
、

た
く
さ
ん

の
気
づ
き

が
あ
り
ま

し
た
」
な

ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
二
部
の
情
報
交
換
会
は
、
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
業
種
に
別
れ
て
の
グ
ル
ー

プ
編
成
で
実
施
し
ま
し
た
。 

「
同
じ
業
界
の
人
達
と
な
か
な
か
話
す

機
会
が
な
い
の
で
、
大
変
楽
し
く
過
ご
せ

ま
し
た
。
今
後
の
雇
用
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
「
意
見
交
換
の
中
で
、

同
業
種
で
起
き
て
い
る
困
難
事
例
な
ど

を
聞
く
事
が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
、
業
種
別
グ
ル
ー
プ
編
成
で

実
施
し
た
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
見
学

会
・
情
報
交
換
会
は
、
概
ね
良
好
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
「
次
回
の
開
催

時
で
は
、
参
加
者
同
士
が
話
し
合
え
る
状

況
も
加
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
以
上
に

深
い
と
こ
ろ
が
聞
け
そ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
い
う
意
見
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

   

ボ
ッ
チ
ャ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
四
肢
重
度
の
機
能
障

害
等
が
あ
っ
て
も
楽
し
め
る
よ
う
に
考

案
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
で
す
。 

 

十
月
十
一
日
（
日
）
、
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
様
の
施
設
を
お
借
り
し
、
六
社
六
チ
ー

ム
で
対
戦
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
行
事

の
た
め
感
染
拡
大
に
注
意
し
な
が
ら
も
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
す
る
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

二
年
目
の
今
年
は
、
か
な
り
上
達
さ
れ

て
い
る
方
々
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

            

                     

民
間
企
業
で
は
現
行
、
二
．
二
％
が
二
．

三
％
に
変
わ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業

主
の
範
囲
が
、
従
業
員
四
十
三
．
五
人
以

上
に
広
が
り
ま
す
。 

詳
細
は
、
法
定
雇
用
率
引
き
上
げ
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 
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ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会 

開
催
！ 

情 

報 

ひ 

ろ 

ば 
 

障
害
者
雇
用
企
業
見
学
会
及
び

情
報
交
換
会 

都道府県 地域別最低賃金 

埼玉県 928円 （926 円） 

東京都  1,013 円 （1,013 円） 

群馬県    837円 （835円） 

千葉県   925円 （923円） 

出典: 厚生労働省ＨＰ   *(  )内は改定前 

全
国
の
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

が
改
定
さ
れ
ま
し
た 

令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
、 

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ
！ 

白いボールに近づくように･･投球！ 


